
豊かな人間問係を保つ

「心のかようまちづくり」
温かい′3、れあいのある家庭や地域、いじめ

のない学校など、人間性を育て、また世界

的な視野に立った交流や助け合いのできる

都市を目指します。
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今私たちのまわりでは、地球的規

模での環境問題の解決が国際的な課

題となるとともに、身近な環境にお

いても自然環境の積極的な保全や快

適な環境の創造などが強く求められ

ていますO

このため、広く環境全般にわたる

施策を展開しています。

公害防止対策の啓発

公害防止対策を円滑に進めていく

ためには、工場・事業場はもちろん

市民の皆様のご理解とご協力が必要

です。

熊本の青い空、きれいな水など良

好な生活環境を守るため、 「アイドリ

ングストップ運動」の推進や生活排

水対策モデル地区での浄化活動を展

開しています。

公害防止対策の推進

公害防止対策の基本は、未然防止

です。そこで、工場・事業場の建設

時における事前指導の徹底を図り、

22

未然防止対策に努めていますo

近年の自動車交通に伴う公害防止

対策として熊本都市圏自動車交通ク

リーン推進計画に基づき事業を推進

していますo

また、中小企業の方を対象とした

施設改善のための公害防止融資資金

制度の活用を積極的に進めていますO

環境汚染監視体制の強化

人の健康と密接に結びついている

大気や水質などの状況を迅速、的確

に把握するため、大気測定局の整備

や水質汚濁、騒音などの監視体制の

充実を図り、市民が安全で健やかに

過ごせる生活環境の保全に努めてい

ますO

環境衛生

近年、食品流通の広域化や長期化、

輸入食品の増加、施設の近代化、生

活様式やこ-ズの多様化の中で、市

民が真にゆとりと潤いに満ち、豊か

さと幸せを実感できるようなまちづ

くりが求められています。

このような状況の中で、市民の日

常生活に密接に関係する衣・食・住

の全般にわたって、快適で安心でき

る生活を確保するため、食品衛生、

環境衛生の科学的監視指導体制の充

実強化により、業界の自主管理活動

を支援するとともに、営業者・市民

・行政の三者による新たな射k衛生

思想の構築に努めます。

一方、環境衛生事業所では、地域

同体の活動と連携して、防疫、ねず

"・・-Til　いLL ll-.㍗-(二.ち;r、I.い一、- ち.

を行い、清潔な環境づくりを進める

とともに環境の美化に努め、健康な

市民生活を支える快適な環境づくり

ち.- '.V.::I' -".上し

墓地・斎場

本市は、 7カ所の市営墓地欄)と

納骨堂1ヵ所を管理し、永眠された

祖先の安住の地として市民に利用さ

れています。

また、斎場は、築後24年を経過し、

施設の老朽化が目立つようになった

ため、周辺環境との調和のとれた近

f髄勺な新斎場の建設を進めています。
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住み慣れた地域で、家族や近隣の

人々とのふれあいに包まれて暮らせ

る社会の実現は、誰もが願うところ

SI

手助けを要する高齢者や障害者も、

家庭や地域で社会の一員として暮ら

していけるよう、周囲の人々の地域

連帯感に根ざした取り組みを積極的

に支援するなど、地域福祉の増進に

努めています。

地域福祉コミュニティセンター

地域住民主体による福祉活動を支

援するとともに、交流活動など各種

地域づくり活動の振興に資するため

地域福祉
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

その拠点施設として整備しているも

のです。これまでに18ヵ所のセンタ

ーがオープンしており、今後も地域

福祉活動の向上を図るため施設整備

を進めていく予定ですO

脚熊本市福祉公社ヒューマンライフ

増大する在宅福祉ニーズに対応す

るため、市民の参加と協力を得て、

家事や介護などのホーム-ルプサー

ビスを中心に、情報の提供・相談な

どのサービスを提供します。

在宅福祉センター

在宅の虚弱老人や心身障害者およ

びその家族の方々のために、デイサ

ービスやホームヘルプサービス、在

宅介護に関する相談など総合的に在

宅福祉サ-ビスを提供する拠点施設

として、南部地区と東部地区に続き、

中央地区にも平成9年度開設しまし

た。

社会福祉協議会

地域住民の助け合い、支え合いの

精神に根ざした地域福祉の推進に取

り組んでいますO 「いきいき市民福祉

基金」を設置し、地域福祉活動を行

う様々な組織、団体などに対して助

成を行っています。また、「ボランテ

ィア保険」を導入し安心してボラン

ティア活動ができるよう支援してい

mm

このほか、ひとり暮らし老人等の

家庭に、心のこもった食事を届ける

「ふれあいランチ給食サービス」事

業-の助成や、悩みごと、心配ごと

の相談に応じ、適切な助言や情報の

提供を行う「熊本市心配ごと相談所」

の設置など、地域福祉のための各種

事業を展開しています。

砂取地域福祉コミュニティセンター

高齢者福祉
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

生きがい健康づくりの支援

高齢者が、いつまでも健康でいき

いきと暮らすために、老人農園や生

きがい作業所、シルバー文化作品展

等趣味教養の活動を促す事業をはじ

め、地域活動の拠点となる老人クラ

ブ活動-の支援、シルバースポーツ

フェスティバル、シルバーゲートボ

ール大会、グラウンドゴルフ大会等

のスポーツ大会の開催、さらに市内

の公共交通機関が無料で利用できる

さくらカードの発行等、生きがい健

康づくりと社会参加への支援を行っ

ています。

要介護高齢者への支援

的転KeMa月BEBEaai闇謬az

になっても、いつまでも住み慣れた

シルバ-スポ-ツフェスティノUレ

地域や家庭での生活を支援するため

にホ-ムヘルプサービス、デイサー

ビス、ショートステイなど在宅福祉

サービスの充実を図っています。

また家庭環境や住宅事情、寝たき

りなどで在宅での生活が難しい方に

対しては、その状況に応じて最適に

安心して生活を送れるよう、養護老

人ホームや特別養護老人ホーム等の

施設の磐情を行っています0

24時間体制で介護に関する総合的

な相談に応じる在宅介護支援センタ

ーの整備を進めています。在宅介護

支援センターではサービスの情報を

提供し、その申請代行等も行ってい

ます。

25
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福祉施策の一層の充実

障害者福祉

平成８年９月に策定した「熊本市

障害者基本計画」に基づいて事業の

推進を図っています。

26
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障害者福祉
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係な保つ

｢ 心 の か まうまちづ くり｣

基本計画の７つの重点施策に沿っ

て、平成９年度は次の事業を拡充し

ています。

(1)障害を軽くするために

・心身障害児総合通園センター基

本計画の策定を進めています。

・巡回療育相談等を行う障害児(者)

療育等支援事業 を始めました。

(2)地域で生活するために

・ホームヘルプサービスでは、難

福祉センタ ー希望荘での 文化祭風景

病患者等を対象に加えるととも

にサービスの質ご 隘の確保を行

っています。

一夜間の介護を行う介護人派遣事

業では、サービス提供時間の増

加を行ってい ます。

・身体障害者自立支援事業では、

対象者の増加を行っています。

・住宅改造費助成事業を始めまし

た。

(３)社会的に自立するために

・授 産施設( ２ヵ所)、 福祉亅:場

Ｏ 力所) の整備に着手していま

す。

４)重度の障害者や高齢者のために

・重症心身障害児施設(定員40 人)

の整備を行っています。

(5)精神障害者のために

・福祉 タクシー事業や優待証( さ

くらカード) 交付事業で精神障

害者を対象に加えてい ます。

(６)共に生活するために

・福祉副読本を中学１年生に配布

してい ます。

・さくらカードを交付し 村会参

加の促進に努めています。

(ﾌ)やさしいまちづくりのために

・施設改良の再点検を行っていま

す。

10年度においてもより 一層の事業

の拡充に努め、障害(児) 者のライフ

サ イクル、ライフステージに応じた

施策の拡充。地域支援体制の強化を

図ります。

ｉ

‘

－

－

21匪紀を担うすべての子どもたち

が、明るく健やかに成長することを

願い、令国に先駆けて熊本市民「こ

ども憲章」を制定しました。また。

子育て支援や健令育成活動を行って

いる団体などに「エンゼル基金」で

助成を行い、児童福祉の充実・向上

に努めています。

児童・母子福祉
HAPPINESS KUMAMOTO

留かな人間関 係を保 つ

｢ 心 の か ようまちづ くり

またよ母了及び寡婦福祉法の理念

に基づき、母子家庭及び寡婦の生活

の安定・向上及び福祉の増進を図る

ことを目的として、児童扶養手当の

支給、母子家庭に対する医療費の助

成、福祉資金の貸付などの施策を実

施しています。

保育所

仕事・出産・病気等で子どもの日

々の保育が充分にできない保護者の

ために、129 ヵ所の保育所がありま

す。ここでは、集団生活、遊びなど

を通して、心身ともに健やかな子ど

もに育つよう保育内容の充実、向上

に努めています。

このほか、乳児保育、障害児保育、

延長保育などにも力を入れています。

また、一時的保育事業や地域子育て

支援センター事業 も行っています。

児童館

市内に９ヵ所の児童館があります。

ここでは、集団で遊ぶ機会が少なく

なった子どもたちのために遊び場を

設け、遊びの中から集団生活のルー

ルや楽しさを教えています。

母子生活支援施設

母子家庭の保護と経済自立のため

に２ヵ所の施設があります。ここで

は家庭環境をよくし、子どもたちの

健やかな成長のため指導援助を行っ

ています。

母子福祉センター

母j'-家庭や寡婦の方々の明るい未

来と希望を育むため、各種の相談・

技術の習得講座・母と子の絆をより

強くするための自主事業等を積極的

に展開し、思いやりあふれる地域社

会づ くりをめざしてょ 母子福祉のｰ 一

段の向上に全力をあげてい ます。

また、平成８年４月より母了･相談

員を配置し、相談体制の強化を閥っ

ています。

助産施設

経済的理由で入院出産の困難な妊

産婦のために、軽い負担で利4j でき

る熊本産院があります。ここでは、

母親とその子どもの健康と安令管理

に努めています。
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生活保護

生活保護制度は、生活困窮者に最

低限度の生活を保障し、併せて自立

の援助をすることを主な目的として
H」9

平成8年度における生活保護世帯

の状況は、受給者が5,617世帯、人

員が8,131人で保護率は12.55‰とな
っています。

受給世帯の特徴としては高齢者世

帯が2,807位帯、傷病・障害者世帯

が2,041位帯、次いで母子世帯が415

世帯と高齢者世帯の占める割合が高

くなっています。扶助の種類におい

ては、医療扶助の占める割合が最も

高く、生活扶助、住宅扶助と続いて

■生活保護の状況(平成8年度)

(人)

生　　　住　　　医
・?-　　　　　　T

社会保障
HAPPINESS KUMAMATO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

おり、高齢化等の社会的事情を反映

しています。

地区別にみると、中央部に高齢世

帯や傷病仕帯、周辺部に母子世帯が

多く存在しています。

福祉事務所では、複雑な社会情勢

を反映して多様化する保護仕草の問

題について、原因やその解決策を考

え、自立支援に全力を尽くしていま

す。

国民年金

国民年金制度は、昭和34年に発足

して以来、 30年以上の歳月を経て、

物価スライド制・基礎年金制度・各

年金を一元化するために基礎年金番

号の導入など、充実を図りつつ公平

で長期的な安定を目指す制度として、

今日の制度-と発展してきましたO

平成8年度熊本市での国民年金受

給者は72,371人、年金受給総額は379

億円を擁し、市民に広く定着してい
iJl!

本市では、豊かな市民生活、特に

老後の生活の基盤となる年金権を、

すべての市民が確保できるよう、幅

広し、広報活動を行うほか、職員・国

民年金委員・国民年金推進員による

戸別訪問等も実施し、制度の普及と

保険料収納の強化に努めています。
国民健康保険

本市の国民健康保険の加入者は、

192,351人(平成9年3月末)で、人

■年金受給者と受給総額の推移

口の約30%にあたり、その多くは年

金受給者、自営業、農業の方々です。

国民健康保険の財政は、高齢化の

進展、医療費の増嵩等により依然厳

しい状況下にありますO

この状況を乗り切るために、保険

料収納率向上対策や医療菅の適正化

を進める一方で、人間ドック助成、

あんま・はり・きゅう助成の疾病予

防対策事業にも取り組んでいますo

また、重度心身障害者の福祉の向

上を図るため、医療尊の助成や乳幼

児の健全育成を図るため、 4歳未満

児(3歳児は歯科のみ)の医療費の
助成を実施しています。

■年金受給者の種類(平成8年度)

その他3.5%
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■国民健康保険会計
(平成9年度当初予算)
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学校教育
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

21世紀の社会を展望し、心豊かな

人情味あふれるまちづくりをめざす

本市は、愛情と信頼に基づく教育の

実践に努めてし-ますO学校教育につ

いては、生涯にわたって人間形成の

基礎となる資質、 「豊かな心」と「確

かな学力」 「健やかな身体」を育てる

ことをねらいとし、一人一人の児童

30

生徒を大切にするとともに、家庭・

地域社会が一体となった教育を推進

しています。

1.豊かな心の育成

生命を尊重する心、他者への思い

やり,正義感、倫理観などの豊かな

心を持った子どもの育成は、いつの

世も変あらぬ重要な課題ですO

そこで、学校では、遺徳教育を中

心として、日々の授業の充実をはじ

め、野外活動、体験活動などの推進

を図っていますO特に、 「心豊かな学

校生活確立推進事業(--トフル)」

や「勤労体験学習」では、学校、家

庭、地域社会が連携・協力して取り

組み、花の栽培活臥老人や障害者

京陵中学校体育館(内部)

学校施設
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

福祉施設との交流ボランティア活動

などを通して子供たちに豊かな心を

育んでいます。

また、全ての教育活動のなかで、

人権尊重の精神を基盤とし、部落差

別をはじめ、あらゆる差別やいじめ

をなくしていく意欲と実践力を育て

ることに努めています。

2.確かな学力の育成

変化の激しい社会を生きていくた

めの基礎・基本の徹底や、問題を解

決する能力や応用力を育成すること
に努めます。

そこで、児童生徒の実態を確実に

把握し、指導内容や教材を精選する

とともに、具体的な活動や体験を重

視する学習の中で一人一人のよさや

可能性を伸ばす個性重視の教育をよ

り一層図っていきます0

3.健やかな身体の育成

高齢化社会が進むなか、生涯にわ

二蝣:.-4'・一蝣蝣.:;i'iい　X'一　二一Il、

活をおくるために、健康教育がます

ます重要になってきています。

そのために、主体的な運動習慣の

形成に努め、体力の向上を図り、健

康で安全な生活ができる態度・能力

の育成や楽しい給食活動の工夫にも
取り組んでいますo

特に、学校体育・学校保健・学校

安全・学校給食の各分野の連携を図

りながら、健康教育の充実を展開し
ます。

ゆとりと潤いのある教育環境づくり

児童・生徒たちの健やかな成長・

発達を促し、豊かな人間性を育み、

また、学習をより充実したものとす

るLで、学校施設の磐備を阿ること

は極めて重要なことですO

近年の社会状況の変化に伴い、個

性豊かな人間形成が重要視されてお

り、そのため、学校施設整備におい

ても、量的整備から質的整備への必

要性がますます高まってきています。

市では、より豊かな教育環境づく

りの構築のために、学習指導方法の

多様化に対応できる施設の整備、教

育の適正化を図るための過大規模校

の分離新設、都市景観と合致した線

豊かな環境整備、体力向上を図るた

めの体育施設の整備拡充、地域住民

も利用できる文化性の高い施設づく

-克　て_　　　　1

,.. y--:'':-*.;--r.'V, ;-V^,-.,^ -.-'-,;-:-.".V.,vH.:王君葦誓澗貫'・苧軍丁葦誓誓竿「　ん叩

-=`一一　　　　　　　　　一一

L1-

-V.コ　カ′, ・

りなど、計画的に学校施設の質的整

備を図り、開かれた学校づくりを推

進しています。

さらに、近年、地球にやさしい環

境づくりの一環として、新設校の建

設や既設校の全面改築の際には、校

舎等の屋根の雨水を集めトイレの洗

浄水として再利用する中水道設備の

整備、また、高度化・複雑化してい

る現代社会において精神的なダメー

ジを受けやすい子供に「生きる力」

と「ゆとり」の教育を展開できる施

設として、カウンセリング室を9年

度に6校整備しました。

今後も、心身共に健全な児童・生

徒を育成するために、ゆとりと潤い

のある教育環境づくりを推進してい

^M
>

-V.-コわ., ・　　--ォサ,-ォ-,<*:ど.
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人権啓発

わたしたちはだれもが、 「幸せに生

きたい」という願いをもっていますo

日本国憲法も、すべての国民は生ま

れながらに、生命・自由及び幸福追

求に対する権利を有し法のIFに平等

であることを保障しています。

しかし、今日なお、部落差別をは

じめ、障害者差別・性差別・外国人

差別さらには子どもの人権の軽視な

ど、一日も早く解決しなければなら

ない人権問題が存在しています。

なかでも、部落差別は日本社会の

歴史的発展の過程におし、てつくりだ

された不合理を差別です。結婚など

をめぐっては、今なお根強い差別が

・*・'.　深¥jl..・!"ji'(!¥"

本市では、これらの解決は行政の

ll,l'¥¥ ?,'I、 ・ト　蝣111--.こ　P、 :、.'.'J!

題であると受けとめ、差別の解消と

人権の確立に向けて積極的に取り組

んでいますO

具体的には、市民一人一人が「美

しいものを美しいとわかる心」 「Aの

いたみを自分のものとして受けとめ

られる心」 「個性を認め人権を尊重す

る心や態度」などを身につけ、それ

らを日常生活で生き方として実践で

きるよう、研修会や講演会の開催、

啓発資料の作成、さらには市政だよ

りの発行等を通して、市民生活のさ

まざまな場で教育・啓発に力をいれ

ています。
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社会教育
HAPPINESS KUMAMOTO

豊おな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

証も璽闇雲崇

生涯学習の推進

市民の学習意欲が年々高まる中で、

本市では年間延べ約46万人の方々が、

公立公民館等において生涯学習に取

り組んでいますQ　また、貸館等の利

用者を含めると延べ約73万人に達し

「熊本市における生涯教育推進方策」

について3項目にわたり提言を受け

まI f.^

この提言をふまえ、本市が先に策

定した21牡紀を展望した「基本構想」

「基本計画」における生涯学習の諸

施策につし-て取り組んでいます。

公民館

専用施設の中央公民館と各地域に

複合施設として、西部、南部、東部、

龍田、託麻、幸田、清水、秋津、大

江、花園、北部、飽田、五福公民館

の合わせて14の公立公民館があり、

また北部公民館に北部東、西里の2

つの分館がありますo

このほか、市民の身近な生涯学習

の場である地域公民館(公民館類似
施設)が417館あり、それぞれ地域

の特色を生かした様々な活動を展開

していますO

_　　一　　博物館

ごン;*&&撃

伝承遊び(南部公民館)

mm

生涯学習社会の実現を目指して、

社会の変化や市民のニーズに的確に

対応する生涯学習の総合的・効果的

な推進を図るため、平成4年8月、

熊本市生涯教育基本調査委員会から

r.'1'.-*

熊本城三の丸地区にある博物館は、

自然・人文・理工科学問係資料約

5,000点を展示し、これに最新のプ

ラネタリウムを併設した県内唯一の

総合博物館です。

また、資料収集・調査等を行うと

ともに教育普及活動として「古代史

講座」をはじめとする各種学習講座

の開設、特別展示会を開催するなど

多くの人々に利用されています。

平成9年度は「明活の名宝と象牙

展」 「西南戦争と熊本」の特別展を開

催し好評を得ました。

～ 、首L:.二f,1_lT'(蝣蝣:-:'-t享

青少年の健全育成
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

21世紀を担う青少年が心身ともに

健やかに育つよう、家庭・地域社会

・学校が連携を取りながら、一体と

なって取り組む必要があります。

1.健全育成活動の推進

青少年健全育成活動の活性化を図

るため、家庭教育の充実や青少年団

体の育成に力を入れ、指導者の充実

とリーダーの養成に努めますo　放課

後に保護を受けられない児童のため

の児童育成クラブの開設、青少年補

導センターやヤングテレホンの充実

と健全育成環境づくりに積極的に取

り組んでいます。

2.青少年施設の整備充実と交流の

推進

熊本を1一望する金峰山の中腹に

「金峰山少年自然の家」、阿蘇大観峰

の麓に「あそ教育キャンプ場」、出水

2丁目に「総合体育館・青年会館」、

新町1丁目に子どもたちが遊び・学

び・集う機能を通しながら自主性や

創造性、豊かな感性や思いやりの心

を養うことのできる「子ども文化会

金峰LLJ少年自然の家におけるキャンドルの集い

館」があります。

また、桂林市やサンアントニオ市、

-イデルベルグ市の友好姉妹都市と

の青少年相互交流、交換留学、文化

スポーツ交流、九州各都市との中学

生交流、また、福井市との小学生交

流など凶際・国内交流にも力を入れ

ています。
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人づくり基金

熊本市の市制施行100周年を記念

して、多くの市民の方々から寄せら

れた浄財を基金として創設された

「熊本市制100周年記念人づくり基金」

は、来るべき21世紀に向けて、熊本

市が更に飛躍・発展するために様々

な分野で指導者として活躍する国際

感覚を備えた創造性豊かな人材を育

創造的な人づくり
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

成することを目的としていますo

社会の各分野で積極的に貢献する

個人・団体を対象に、平成3年度か

ら毎年2回(前期2月、後期8月)

の募集を行い、これまで105件の熱

意ある個人・団体の方々が援助を受

け、ふるさと熊本のため、それぞれ

の分野で研鍵を積み、次代を担う素

晴らしい人材-と育っています。

私たち消費者は、毎日のくらしを

真剣に見つめ、より一層の「確かな

選択」をすることによって"真に豊

かなゆとりのあるくらし''を自ら築

き上げていかなければなりません。

我が国では、昭和43年に「消費者

保護基本法」が定められ、その中に

消費者の役割として、

①みずからすすんで消費生活に関す

る必要な知識を得ること

②自主的かつ合埋的な行動に努める

こと

が定められています。

消費者センタ-では、市民のみな

さんの生活をより安全に、より豊か

にするため、各種講座の開催などの

啓発事業や、消賓生活に関する情報

の収集・提供、また消雪者団体の育成

などに積極的に取り組んでいます。

消費生活相談コ-ナ-

消費生活に関する相談窓口を開設

し、苦情や問合せにおこたえします。

平成8年度に消費者センターに寄

せられた消費生活相談は3,134件で、

10年前に比べ約2.5倍に増えていま

す。

■商品別相談件数

他
の
役
務
8
0

内
職
・
副
葉
・
相
場
5

無
/
J
r
小
-
¥
.
;
-
<
　
1
1

他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
　
川

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
輸
・
通
底
サ
ー
ビ
ス

25137

娯楽サ-ビス

160

醸商品関連役務の内訳

レンタル.リ-ス・貸借1朗
クリーニング　　　　　　68
工事.獲物・加=　　　　64
修理.構修　　　　　　35
管理・保管　　　　　　l
役務-般　　　　　　1 5

I ,390件
(44.456

■内容別相談件数内訳

車両.乗り物108

商品-般24

光熱水晶18

他の商品　4
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本市は、男女が平等な立場であら

ゆる分野に参加・参画し、ともに協

力し支え合う「男女共同参画社会」

の実現を目指していますO

そのため、取り組むべき施策を総

合的、体系的に整備した『くまもと

市女性プラン』を策定し、全庁的な

推進を図っています0

-方、地域等での出前講座、市民

参加型イベント「くまもと女性フォ

ーラム」の実施、情報誌「はあもに

36

い」や啓発資料の作成・発行など、

女性問題解決や男女平等に関する学

習・啓発に取り組んでいます。平成

9年度には、 5年ごとに実施してい

る市民意識調査を行いました。また、

男女共に住み良い社会を作っていく

ために、政策・方針決定の場への女

性の参画を推進すると同時に、能力

を地域に還元できる幅広い人材の確

保を目的にした、女性リーダーの養

成事業を実施していますO　その他、

女性グループの活動、ネットワ-ク

づくりの支援も行っています。

熊本市総合女性センター

男性も女性も共にいきいきと暮ら

す、調和のある市民社会の実現を目

指して、男女の自立や社会参画のた

めの活動と交流の拠点として、また

市民文化振興の拠点施設として平成

2年4月オープン以来112万人(平成

9年1月現在)を越える方々にご利

用いただいております。センターで

は、女性を取り巻く社会問題を解決

するために、講演会やセミナーの開

催、相談室の設置、ファミリーサポ

ートセンター(熊本)による子育て

支援活動、また、女性に関する情報

の収集提供等をとおし、あらゆるラ

イフステージにおける女性の生き方

を応援しています。また、センター

からノtまれる文化と人を目指して、

地域に根ざしたいろいろな文化振興

事業を展開しています。

21世紀に向けて、世界に開かれた

国際交流拠点都市を目指す本市は、

中国・桂林市、アメリカ・サンアン

トニオ市、ドイツ・-イデルベルク

市をはじめ、諸外国との友好交流を

進め、経済、教育、文化、スポーツ

等、さまざまな分野で活発な交流事

業を展開しています。

特に、 5月には、本市をメイン会

場に世界男子-ンドポール選手権大

会・熊本が開催され、牡界24ヶ国800

名に及ぶ選手、役員、報道関係者等

が釆熊しました。熱戦の舞台になっ

たクマモトの名は世界に広まり、多

くの観客、大会ボランティアあるい

は学校、地域等に誕生した各チーム

の応援サポーターが活躍し、熊本か

ら性界-友好の輪が広がりましたD

今後も、地方の国際化は益々進展

するものと予想されます。そこで、

平鹿9年度には国際化に関する市民

意識調査を実施し、平成10年度には

それを基に国際交流を総合的・計画

的に推進していくための指針を策定

するなど、市民の理解と協力を得な

がら国際化施策を積極的に展開して

いきます。

中国・桂林市

我が国と-衣帯水の間柄にある隣

国・中国桂林市とは、昭和54年10月

の友好都市締結以来、様々な分野に

亘り友好交流を展開しています。

平成9年度は、市民友好の翼や高

校生訪問団並びに留学生を派遣し、

国際交流
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

桂林市からは友好代表団や締結以来

初めての桂林市民友好の翼を受け入

れるなど相互理解と友情を深めまし

た。

平成8年10月の桂林国際空港開港

により、国際観光都市である桂林市

のさらなる発展が期待されており、

両市の交流も益々活発になるものと

L)　　コHI

: L、　、・ I

'97男子世界ハンドボール選手権大会

37

予想されますD

アメリカ・サンアントニオ市

昭和62年の姉妹都市締結以来、教

育、医療、スポーツ、経済等の分野

において、活発な交流活動を進めて

います。

このような中、平成9年度には姉

妹都市締結10周年を記念して、熊本

′
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市友好代表用、市議会代表団を派遣

し、芸能凶と共にフィエスタパレード

-参加しましたO　また、熊本交響楽

団とサンアントニオシンフォニーと

の演奏会、経済訪問岡・交換留学生

の派遣、市民友好の翼相亙派遣等、

様々な人的交流を行い、相互埋解を

深めていますO　また、サンアントニ

オIJの最先端医療技術を習得するた

め、医師や看護婦の研修派遣も継続

して実施していますO

今後も、多種多様な交流事業を行

い、両市の杵をさらに深め、市民レ

ベルでの交流を促進していきます,a
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ドイツ・ハイデルベルク市

平成4年5円、 30年近くに亘り育

まれてきた友情が実り、 「平和と環境

に対する共通の責任」を理念とする

友好都市の盟約を結びました。以来、

青少年、医師・看護婦等の相再派遣

をはじめ、教育、医療、スポーツ、

環境など各分野において交流を展開

しています。

平成9年度には、世界TJ+-ンド

ポール遊子権熊本大会に柵せ、青少

午-ンドポールチームか来熊し、ま

た夏期にもr'aj校/i-言郁別司が来熊する

など活発な交流が行われました。
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今後も、親菩交流の推進とともに

互いの遊んだ技術や諸制度を学び合

いながら、両市Hi政の発展に努めて

まいります。

熊本市国際交流会館

国際交流の拠点施設として、 1994

年9月にオープンした熊木市岡際交

流会館は、 4ヶ国語同時通訳機能を

備えた国際会議室とホールや、語学

研修室、会議室、レストラン更には

アスレチックジムなどを有し、国際

会議、各種講演会、シンポジウム等

に幅広く利用されています。また、

2階の交流ラウンジには、国内外の

サンアントニオ市女子ハレーボ-ル
チーム*.'oT:モ:訂試昌

新聞、雑誌、ビデオ、 CNNテレビ、

インターネットなどによる情報サー

ビスコーナーや、海外留学、 E]常生

活についての相談窓「1が設けられ、

交流と憩いの場となってし-ますO

この会館の管理運営を委託された

財m法人熊本市Ll際交流振興事業団

は、出際理解講座や日本文化体験、

日本語教室の開設をはじめ、市民友

好の翼の派遣、 FMラジオの国際交

流番組放送など、多彩な事業を展開

しながら、地域の国際化の醸成に.敬

り組んでいます。

市民参加のまちづくり
HAPPINESS KUMAMOTO

豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

熊本市では、地域における人と人

とのふれあい、交流を活発にし地域

の活性化・再生を図ることを目的に、

市民の創意L夫による自発的で主体

的なまちづくり活動を応援していま

す。

まちづくり委員会・まちづくり研究会

IIi内にある79の小学校区を単¥'i.と

して、住民の新たな発想による地域

の特性を活かしたまちづくり活動を

行う住民組織「まちづくり委員会」

及びその準備的組織「まちづくり研

究会」を順次設置していただくこと

を目標としています。

まちづくり活動の支援

平成8年度から「まちづくり活動

支援事業」に基づき、組織づくりか

ら実践活動までの過程で、 (丑活動費

の助成②指導者・助言者の紹介や交

流の場の設定③まちづくり情報の提

供や活動事例の紹介などの支援施策

を実施しています。

平成9年度は、まちづくり委員会

が4校区から10校区に増加し、それ

ぞれの地域の特色を活かしたテーマ

に基づき、様々な活動が展開されて

います。また、まちづくり研究会も

10校区で発足し、委員会へ向けた組

織づくりや研究活動が行われていま
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